
転移性淡明型腎細胞癌における PD-1、PD-L1の発現と臨床病理学的因子に関する

検討 

 

【目的】 

Programmed cell death-1 (PD-1)はT細胞に発現する免疫阻害性分子で、そのリガンドであるPD-

L1は癌細胞にも発現し、T細胞活性を抑制する。多くの癌種において、PD-1、PD-L1の発現が予

後不良因子であると報告されている。今回、我々は分子標的時代における進行淡明型腎細胞癌

の組織内の PD-1、PD-L1の発現と臨床病理学的因子との関連について検討した。さらに PD-1、

PD-L1 の発現と Tumor infiltrating lymphocytes (TILs)の関係についても検討した。 

【対象と方法】 

2008 年 3 月から 2016 年 4 月までに当科にて腎摘除術を施行し、分子標的薬を導入した転移性

淡明型腎細胞癌のうち、摘出組織の評価が可能であった 33 症例を対象とし、レトロスペクティブ

に解析した。 

 

【結果】 

PD-1、PD-L1 の発現を有する群では共に有意に原発腎腫瘍径が大きく （p=0.0011, p=0.0055）、

組織学的異型度が高く  (p=0.0018, p=0.0105)、肉腫様変化を伴っているものが多かった 

(p=0.0042, p=0.0065)。PD-1、PD-L1 の発現と Progression Free Survival に有意な相関は認めな

かったが、Overall Survival （OS）においては PD-1 positive 群は有意に予後不良(p=0.0385)であっ

た。一方、PD-L1 の発現と OS の間に有意な差は認められなかった(p=0.1542)。PD-1、PD-L1 の

発現を有する群では、原発腎腫瘍内の CD4 (p＜0.0001, p＜0.0001)、CD8 (p=0.0328, p=0.0044) 

陽性 TILs の浸潤が有意に多いことが確認された。また、 PD-1、PD-L1 の発現を有する腎腫瘍

内には FOXP3陽性 TILs の浸潤も有意に多いことが確認された (p＜0.0001, p=0.0033)。 



 

 

 

 

【結論】 

PD-1、PD-L1 の発現は腎細胞癌における組織悪性度と相関しており、PD-1、PD-L1 発現群では、

原発腎腫瘍中の CD4、CD8および FOXP3陽性 TILsの浸潤が多いことが確認された。さらに PD-

1 の発現は分子標的治療における予後予測因子となることが示された。 
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